


黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年６月１日（2）

平成28年第１回定例会は３月２日から17日までの16日間にわたって開かれ、市長提出の６報告・49議
案、議員提出の２議案を慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・同意・可決した他、青森オリ
ンパス株式会社（高村幸治代表取締役）から提出された「都市計画に計画されている道路の早期建設に
関する陳情」を全会一致で採択しました。
また、３月２日に全議員で構成される予算特別委員会が設置され、委員長に村上隆昭委員、副委員長

に工藤和行委員を選任し、平成28年度一般会計、各特別会計、各企業会計、各財産区会計予算の審査を
行いました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。

平成28年第１回定例会の概要

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第１号 黒石市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する
条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第２号 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第３号 特別災害による被害者に対する市税減免の特別措置に関
する条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第４号 黒石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第５号 権利の放棄について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第６号 黒石病院診療費請求事件に関する和解について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

第１回定例会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

平成28年度黒石市一般会計予算に対する討論

反対討論
市民負担が軽減されない内容があります。例
として、子育て施策では、子どもの医療費無料化、
保育料の限度額、児童扶養手当、就学援助制度に
関する問題が改善されていません。その上、学
校給食もない、黒石病院で出産もできない、小児
科への入院もできない状況では子育て世代が暮
らしやすい条件にないと思います。
また、地方創生では、食ビジネスの担い手確保
事業、地産地消に向けた商品開発事業、販売力強
化事業などの先を見越して行うべき事業、産業
のありかた、雇用の計画などに不安が感じられ
るため、平成28年度黒石市一般会計予算に反対
するものであります。

賛成討論
まず、新年度予算が財政調整基金の取り崩し
をすることなく編成されたことは、評価に値す
るものであります。
さらに、依然として厳しい財政環境が続く中
で、予算の配分を工夫し、市民の福祉向上と、必
要な社会資本の整備などが盛り込まれており、
評価できるものと思っております。
また、「黒石市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」の着実な実施と、市の活性化が大いに期待で
きる予算であること、行政の効率化、財政の健全
化への取り組みも後退することなく図られてい
ることから、平成28年度黒石市一般会計予算に
賛成するものであります。
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番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

議案第１号
〜

議案第３号

黒石市行政不服審査法施行条例、行政不服審査法の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例、黒石市職員の退職
管理に関する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第４号
〜

議案第22号

黒石市部設置条例、黒石市附属機関の設置に関する条例、
黒石市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例、黒
石市職員の勤務時間、休暇等に関する条例、黒石市議会議
員の議員報酬及び費用弁償に関する条例、黒石市非常勤
職員の報酬及び費用弁償に関する条例、黒石市特別職の
職員の給料等に関する条例、黒石市教育委員会教育長の
給与等に関する条例、黒石市国民健康保険黒石病院事業
管理者の給与及び旅費に関する条例、黒石市一般職職員
の給与に関する条例、黒石市一般職職員の給与の特例に
関する条例、黒石市職員等の旅費に関する条例、黒石市特
別会計条例、黒石市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条例、黒石市指定
地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例、黒石市落合共同浴場条例、黒石市黒森山ウォーキング
センター条例、黒石市立学校設置条例、黒石市国民健康保
険黒石病院事業の設置及び経営の基本に関する条例の一
部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第23号 弘前地区環境整備事務組合の共同処理する事務の変更に
伴う財産処分について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第24号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第25号 平成27年度黒石市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第26号 平成27年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第27号 平成27年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第28号 平成27年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第29号 平成27年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第30号 平成27年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第31号 平成27年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第32号 平成28年度黒石市一般会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
（起立多数）

議案第33号 平成28年度黒石市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
（起立多数）

議案第34号 平成28年度黒石市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第35号 平成28年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第36号 平成28年度黒石市介護保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ 原案可決
（起立多数）

議案第37号
〜

議案第40号

平成28年度黒石市簡易水道、黒石市温泉供給事業、黒石市
農業集落排水事業、黒石市土地取得特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第41号
〜

議案第43号

平成28年度黒石市国民健康保険黒石病院事業、黒石市水
道事業、黒石市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第44号
〜

議案第49号

平成28年度黒石市中川財産区、黒石市上十川財産区、黒石
市追子野木財産区、黒石市温湯財産区、黒石市袋財産区、
黒石市南中野財産区会計予算

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 員 提 出
議案第 1 号

黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 員 提 出
議案第 2 号

無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書の提出に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳情第１号 都市計画に計画されている道路の早期建設に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ 採 択



⬘

旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
建
物
適
正

管
理
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
回

答
不
要
の
文
書
を
建
物
所
有
者
へ

送
付
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
対
応
は
。

⬙

今
後
、
所
有
者
に
よ
る
適
正

な
管
理
が
さ
れ
な
い
場
合
、
空
き

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
現
在

行
っ
て
い
る
文
書
送
付
に
よ
る
助

言
の
他
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
を

し
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
行

政
代
執
行
と
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

⬘

当
市
の
主
権
者
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
議
会
実

施
の
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
実

施
ま
で
の
詳
し
い
日
程
は
考
え
て

い
る
か
。

⬙

当
市
で
は
、
中
学
校
の
学
習

内
容
と
関
連
さ
せ
て
中
学
校
３
年

生
を
対
象
と
し
た
こ
ど
も
議
会
の

実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
日
程
に

つ
い
て
は
、
今
後
各
中
学
校
と
の

調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
平
成
29
年

10
月
を
め
ど
に
半
日
程
度
の
日
程

で
実
施
す
る
予
定
で
考
え
て
い

ま
す
。

⬘

小
学
校
の
統
合
校
舎
新
築
場

所
や
給
食
施
設
計
画
の
決
定
時
期

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

⬙

平
成
27
年
12
月
の
議
会
終

了
後
、
庁
内
に
「
学
校
給
食
に
関

す
る
調
整
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、

教
育
委
員
会
と
関
係
課
が
一
緒
に

な
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
の
適
正
配
置
と
給
食
実
施
を
並

行
し
て
検
討
し
て
お
り
、
学
校
建

設
計
画
お
よ
び
学
校
給
食
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
は
４
月
中
に
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

平
成
28
年
度
予
算
概
要
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
、
28
年
度
予

算
に
小
学
校
基
本
設
計
が
計
上
さ

れ
た
が
、
大
型
事
業
と
し
て
優
先

し
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

⬙

学
校
建
設
は
国
庫
補
助
金
の

関
係
で
早
め
に
熟
度
を
上
げ
る
必

要
と
、
現
実
に
近
い
事
業
費
と
財

源
構
成
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
28
年
度
で
基
本
設
計

に
取
り
か
か
る
も
の
で
、
開
校
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
た
も

の
で
す
。
建
物
整
備
に
加
え
老
朽

化
し
た
既
存
施
設
へ
の
対
応
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
考
慮
す
べ

き
要
素
が
多
く
、
実
現
に
向
け
た

検
討
は
絶
え
ず
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
段
階
で
ど
れ
を
優
先
す
る
と
は

明
言
で
き
な
い
事
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⬘

黒
石
市
庁
舎
耐
震
診
断
の
結

果
に
つ
い
て
、
震
度
６
強
以
上
の

大
地
震
で
倒
壊
か
崩
壊
す
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、

そ
の
対
応
は
。

⬙

安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
考

え
、
財
政
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、

庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎

の
軽
量
化
を
図
り
避
難
訓
練
の
強

化
充
実
に
努
め
ま
す
。

⬘

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

平
川
市
は
１
億
３
０
０
０
万
円
以

上
、
当
市
は
１
０
０
万
円
、
抽
選

を
や
め
返
礼
品
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
寄
附
金
額
を
ふ
や
す
た
め
の

取
り
組
み
は
。

⬙

抽
選
に
つ
い
て
は
取
り
や
め

る
こ
と
と
し
、
協
賛
事
業
者
を
募

る
な
ど
、
返
礼
品
の
充
実
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

⬘

今
後
３
年
間
の
起
債
償
還
の

推
移
は
。

⬙

実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成

29
年
度
ま
で
は
20
㌫
台
と
高
止

ま
り
で
す
が
、
30
年
度
決
算
で
は

18
㌫
台
ま
で
低
下
す
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
31
年
度
に
は
18
㌫

を
切
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
起

債
の
元
利
償
還
額
は
、
28
年
度
が

20
億
５
０
０
０
万
円
、
29
年
度
が

17
億
２
０
０
０
万
円
、
30
年
度
は

16
億
５
０
０
０
万
円
程
度
と
な
る

予
定
で
す
。
財
政
調
整
基
金
は
、

29
年
度
以
降
も
取
り
崩
さ
な
い
考

え
で
す
。

⬘

黒
石
病
院
に
つ
い
て
、
診
察

待
ち
時
間
の
現
状
と
解
消
策
は
。

⬙

混
雑
解
消
の
た
め
に
登
録
医

制
度
や
予
約
制
な
ど
を
講
じ
て
い

ま
す
が
、
救
急
患
者
等
の
対
応
に

よ
り
、
混
雑
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
４
月
か
ら
若
干
名
の
医

師
が
確
保
で
き
ま
す
が
、
さ
ら
な

る
医
師
確
保
に
努
め
ま
す
。

⬘

黒
石
の
歴
史
・
文
化
の
伝
承

に
つ
い
て
、
史
料
館
を
建
設
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
こ
み
せ
駅
や
松

の
湯
交
流
館
を
活
用
す
る
考
え
は
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一般質問は、３月９・10日の２日間行われ、10人の議員が市の諸問題につい
ての質問をしました。

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

和
行
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

博
文
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

佐
々
木

隆
議
員

（
一
括
方
式
）



あ
る
か
。

⬙

当
市
に
は
数
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
人

物
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
紹
介
す
る
場
は
必
要
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
進
む

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
よ
る

空
き
校
舎
の
利
用
方
法
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
こ
み
せ
駅
２

階
の
秋
田
雨
雀
記
念
館
の
Ｐ
Ｒ
や
、

松
の
湯
交
流
館
を
活
用
し
、
歴
史

や
文
化
に
関
す
る
展
示
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
市
民
や
観
光
客
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
調
整
し
て
い

ま
す
。

⬘

幼
少
期
か
ら
黒
石
の
歴
史
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、

黒
石
の
歴
史
・
文
化
を
題
材
と
し

た
か
る
た
の
制
作
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

⬙

制
作
に
向
け
て
、
市
民
や
観

光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
読
み
札
の
募

集
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
方
は
。

⬙

収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
歳
出
の
削
減
に
努
め
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ス
３
㌫
シ
ー
リ
ン
グ

を
目
標
に
し
た
こ
と
で
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
行
わ
ず
に
、

補
助
事
業
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た

予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。

⬘

公
共
施
設
等
の
総
合
管
理
計

画
の
策
定
状
況
は
。

⬙

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
固

定
資
産
台
帳
を
活
用
し
て
、
平
成

28
年
度
中
の
策
定
を
行
う
予
定

で
す
。

⬘

庁
舎
の
軽
量
化
を
図
る
た
め

に
現
在
想
定
さ
れ
る
移
転
先
は
。

⬙

現
在
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
は
、
産
業
会
館
の
観
光
協

会
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
や
消
防
庁
舎

の
２
階
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⬘

公
営
住
宅
建
設
事
業
と
は
ど

う
い
っ
た
内
容
な
の
か
。

⬙

平
成
28
年
度
は
、
あ
け
ぼ
の

町
団
地
に
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
と
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
、
集
会
所
の
建
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

バ
ス
、
手
す
り
を
設
置
し
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
住
宅
と
し
ま
す
。
34

年
度
か
ら
元
利
償
還
が
始
ま
り
ま

す
。

⬘

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆

発
事
故
の
再
発
防
止
策
は
。

⬙

学
校
の
要
覧
に
、
点
検
作
業

等
の
実
施
は
児
童
生
徒
の
い
な
い

日
時
に
徹
底
す
る
と
の
規
定
を
盛

り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
実
施

委
員
会
の
設
置
と
今
後
の
流
れ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
同
時
実
施
の
可
能
性
は
。

⬙

庁
内
関
係
課
で
組
織
す
る

小
・
中
学
校
適
正
配
置
庁
内
連
絡

会
議
の
中
に
調
整
会
議
を
設
置
し
、

実
施
方
式
の
最
善
の
手
法
を
協
議

中
で
す
。
平
成
28
年
４
月
中
に
方

式
を
決
定
、
秋
に
次
年
度
の
予
算

要
求
、
29
年
度
か
ら
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
建
設
、
32
年
度
実
施

と
い
う
流
れ
で
す
。
小
学
校
の
給

食
実
施
未
実
施
の
不
公
平
を
解
消

す
る
こ
と
を
最
優
先
と
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
施
設
整
備
を
必
要
と
す

る
中
学
校
給
食
実
施
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

⬘

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
現

状
把
握
、
利
活
用
の
取
り
組
み
は
。

⬙

現
在
、
約
８
割
の
町
内
会
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
適
正
な
管
理
が
さ

れ
て
い
な
い
２
１
８
件
の
空
き
家

情
報
を
基
に
、
約
１
４
０
件
の
現

地
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。
空
き

家
の
適
正
管
理
、
有
効
活
用
等
に

つ
い
て
は
、
青
森
県
居
住
支
援
協

議
会
に
参
画
し
協
議
を
進
め
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

青
森
空
港
と
中
国
と
の
新
路
線
、

北
海
道
新
幹
線
開
通
に
関
す
る
市

の
対
応
は
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
、

日
本
遺
産
申
請
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
は
。
平
成
27
年

度
の
い
じ
め
の
件
数
と
対
処
は
。

い
じ
め
対
策
審
議
会
と
は
。

⬘

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
成
長

産
業
で
あ
り
地
域
活
性
化
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
。
地
域
連
携
を
含

む
当
市
の
対
応
策
は
。

⬙

現
在
、
市
内
数
カ
所
で
無
料

Ｗ
ｉ
㿌
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し

て
お
り
、
い
く
つ
か
の
施
設
で
は

海
外
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
言
語
対
応
ア
プ
リ
の
導

入
も
考
え
て
い
ま
す
。
県
や
弘
前

市
、
平
川
市
、
田
舎
館
村
な
ど
と

も
連
携
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
点
と

し
て
存
在
し
て
い
た
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
を
線
に
、
さ
ら
に
は
面
へ
と

広
げ
、
津
軽
観
光
エ
リ
ア
の
情
報

発
信
に
も
努
め
ま
す
。

⬘

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
が
、
発

達
障
害
児
童
生
徒
の
現
状
と
支
援

に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
役
割
は
。

⬙

通
常
の
学
級
で
発
達
障
害
の

可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合

は
推
定
で
６
・
５
㌫
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
、
当
市
の
就
学
指
導

委
員
会
で
は
３
年
間
で
42
件
の
診

断
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
郷

小
学
校
の
通
級
指
導
教
室
は
年
間

50
人
以
上
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
各
学
校
で

は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
配
慮

が
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
市
で

は
学
校
訪
問
や
研
修
会
等
を
行
う

他
、
支
援
員
を
配
置
し
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⬘

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て
、
県
内
40
市
町
村
の
う
ち

当
市
の
対
象
年
齢
が
一
番
低
い
。

県
内
で
は
就
学
前
ま
で
が
４
市
町

あ
り
、
一
年
ご
と
に
対
象
年
齢
が

引
き
上
が
っ
て
い
る
。
国
の
対
応

待
ち
に
な
ら
ず
、
当
市
で
も
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
。

⬙

当
市
の
財
政
を
考
え
る
と
、

容
易
に
拡
充
は
で
き
な
い
状
況
で

す
。
今
後
も
重
点
要
望
事
項
と
し

て
国
・
県
に
強
く
要
請
し
ま
す
。

⬘

保
育
料
軽
減
の
た
め
に
基
準

黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成28年６月１日

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

雅
昭
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

高
佑
会

髙
橋
美
紀
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



額
表
階
層
区
分
の
細
分
化
と
、
10

市
で
一
番
高
い
３
才
以
上
児
限
度

額
の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

⬙

保
育
料
は
平
成
27
年
度
に
変

更
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
３
年
後

の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

⬘

子
ど
も
の
貧
困
が
６
人
に
１

人
と
い
わ
れ
る
中
で
就
学
援
助
制

度
の
利
用
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
申
請
用
紙
を
保
護
者

に
渡
し
て
提
出
さ
せ
る
こ
と
や
、

制
度
の
対
象
と
な
る
収
入
の
目
安

を
用
紙
に
記
入
す
る
な
ど
の
工
夫

を
し
、
制
度
を
普
及
す
べ
き
で
は
。

⬙

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
周
知
に

努
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
学
校

と
教
育
委
員
会
は
い
つ
で
も
相
談

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
必
要
に
応

じ
て
検
討
し
ま
す
。

⬘

中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

学
校
名
決
定
の
経
緯
は
。

⬙

中
学
校
の
統
合
に
あ
た
っ
て

は
、
黒
石
、
六
郷
、
東
英
の
３
中

学
校
か
ら
代
表
者
５
人
ず
つ
、
あ

わ
せ
て
15
人
で
構
成
す
る
統
合
準

備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
つ
い
て
協
議

し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
へ
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
学
校
名
に
つ
い

て
は
「
黒
石
中
学
校
」
と
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

⬘

中
学
校
統
廃
合
後
の
通
学
に

お
け
る
生
徒
の
安
全
な
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

⬙

統
合
後
の
通
学
距
離
が
、
原

則
と
し
て
片
道
４
㌔
以
上
の
生
徒

を
対
象
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、

路
線
バ
ス
の
活
用
を
含
め
、
バ
ス

運
行
会
社
と
協
議
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
生
徒
の
安
全
面
に
関
し
て

は
、
最
大
限
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

廃
校
校
舎
を
活
用
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

⬙

廃
校
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
小
・
中
学
校
適
正
配

置
庁
内
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
利
活
用
に
対
す
る
ア
イ

デ
ア
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
決
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

⬘

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
建
設
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
た
が
、

国
道
４
５
４
号
期
成
同
盟
会
で
、

秋
田
県
か
ら
「
青
森
県
が
や
れ
ば

や
る
」
と
い
う
発
言
を
引
き
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
鹿
角
市
長
か
ら

は
「
衰
退
す
る
十
和
田
湖
に
対
し

て
は
北
東
北
の
自
治
体
が
連
携
し

て
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
今

後
の
活
動
は
。

⬙

現
在
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル

期
成
同
盟
会
で
も
関
係
市
町
村
議

会
や
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
観

光
協
会
等
に
連
携
強
化
を
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
、
ト
ン
ネ
ル
建

設
だ
け
で
な
く
、
各
エ
リ
ア
で
要

望
し
て
い
る
道
路
の
建
設
や
整
備

促
進
を
は
じ
め
、
商
工
お
よ
び
観

光
分
野
な
ど
の
要
望
・
課
題
を
包

括
的
に
捉
え
な
が
ら
必
要
性
を
訴

え
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
で

も
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
が
進
展
し
て

い
く
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
期
成
同
盟
会
構
成
市

町
村
の
連
携
に
加
え
、
青
森
・
秋

田
両
県
の
十
和
田
湖
周
辺
市
町
村

や
関
係
団
体
へ
の
連
携
強
化
を
働

き
か
け
、
国
道
４
５
４
号
期
成
同

盟
会
と
連
携
し
な
が
ら
広
域
的
か

つ
官
民
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年６月１日（6）

議
員
の
市
政
に
関
す
る
調
査
研

究
や
そ
の
他
の
活
動
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。
政
党
活
動
、
選
挙
活
動
、

後
援
会
活
動
、
私
的
経
費
に
は
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

当
市
で
は
、
平
成
16
年
度
ま
で

政
務
調
査
費
と
い
う
名
称
で
議
員

一
人
当
た
り
月
額
３
万
円
交
付
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
度
廃
止
さ

れ
、
26
年
度
か
ら
政
務
活
動
費
と

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今

大
介
議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

村
上

啓
二
議
員

（
一
括
方
式
）

議 会●
政
務
活
動
費

し
て
議
員
一
人
当
た
り
月
額
１
万

円
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
の
交
付
を
受
け
た

議
員
は
、
領
収
書
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
書
類
を
添
付
し
て
、
政
務

活
動
費
に
係
る
収
支
報
告
書
を
作

成
し
、
議
長
に
提
出
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
残
金
は
返
還
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
市
議
会
の
議
員
一
人
当
た

り
の
交
付
月
額
は
、
青
森
市
が
９

万
円
、
弘
前
市
が
５
万
円
、
八
戸

市
が
８
万
円
、
五
所
川
原
市
が
３

万
円
、
十
和
田
市
が
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

項目別充当指針
項 目 内 容

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研
究及び調査委託に関する経費

研 修 費 議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等
が開催する研修会の参加に要する経費

広 報 費 議員が行う活動、市政について住民に報告するため
に要する経費

公 聴 費 議員が行う住民からの市政及び議員の活動に対する
要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費

要請・陳情
活 動 費 議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会 議 費 議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会
等各種会議への議員の参加に要する経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要す
る経費

人 件 費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事 務 所 費 議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要す
る経費
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【「重要文化財と自然を生かした観光事業の視察」について】
群馬県安中市は旧中山道宿場と碓氷峠鉄道遺産を重要な観光資源として活用を図っ
ています。明治44年に国鉄が日本で初めて造り、峠を鉄道で行き来するための電力供
給の役割を果たした丸山変電所と、明治25年に完成した日本最大の煉瓦造りの４連
アーチ式鉄道橋は国の重要文化財に指定されています。廃線となった鉄道跡は、国の
重要文化財を含む約13㌔を自然の景色と歴史を感じることのできる４時間のハイキン
グコースとして観光スポットになっています。
当市にも歴史を感じることのできる、「中町伝統的建造物群保
存地区」や「金平成園」などの文化財や中野もみじ山、ダム湖など
の観光スポットがあるため、浅瀬石川沿いのウォーキングコース
を観光スポットと連動させることで安中市と似たような観光の取
り組みが可能ではないかと感じました。当市の魅力をさらに発信
できるよう、今後の観光事業に役立てていきたいと思います。

【「世界遺産富岡製糸場・桐生新町重要伝統的建造物群保存地区の視察」について】
世界文化遺産として登録された富岡製糸場の敷地にあり、国宝に指定されている「西
置繭所」の保存修理工事を見学できる施設がこの時期公開されており、３階からは屋
根の補修作業などが見られました。歴史的なまち並みを支える建造物のメンテナンス
の大切さと日本の高度な技術を再確認できました。
桐生市には、文化庁が平成27年度から認定を始めた日本遺産の一つ、「かかあ天下－
ぐんまの絹物語」を構成する文化財のうち半分があります。中でも伝統的建造物群保
存地区に選定され、江戸以前から経済発展を支えてきた桐生織物
の中心地である桐生新町は、地元の方のおもてなしの心がとても
あたたかな印象で、観光地としての魅力がありました。当市も「中
町伝統的建造物群保存地区」の日本遺産認定を目指し、おもてな
しの心を育み、素敵な場所と人の魅力アップでリピーターを増や
すことで活性化に繋げていかなければならないと考えます。

【「第16回地域伝統芸能まつりの視察」について】
東京都のＮＨＫホールで開催され、黒石ねぷた祭りが出演した地域伝統芸能まつり
を７人の議員が視察しました。地域伝統芸能まつりには第10回の開催時に黒石よされ
が出演しており、今回の黒石ねぷた祭り出演は当市にとって２度目の出演となりまし
た。正調黒石ねぷたばやし保存会、境松ひまわり子供会、黒石市役所ねぷた愛好会の
皆さんが、全国の代表８団体が出演する中でトリを務めました。会場では東京黒石会
の皆さんも横断幕を掲げ大声援を送っていました。今回のテーマ「和～踊り、祈り、
癒し、和む～」の最後を彩った２台のねぷたと共に出演されたすべての皆さんが素晴
らしい活躍ぶりであり、会場の観衆に大きな感動を与えて
いました。
地域に根差した伝統の祭りは歴史を守り続ける多くの
人々の熱い思いで支えられており、全国にはより厳しい環
境の中で伝統を守り伝えている人達がいると感じました。

平成28年３月26日に青森市で北海道新幹線新青森・新函館北斗間開業
記念式典が開催され、当市議会からは工藤俊広副議長が出席しました。
式典には、三村県知事や本県選出の国会議員、JR北海道・東日本など関係
団体の代表らが出席し、本州と北海道を結ぶ待望の新幹線開業を祝福し
ました。来賓挨拶、鏡開きが行われた後、出席者約250人が万歳三唱で青
函交流のさらなる発展と活性化を誓いました。
北海道新幹線の開業に加え、青森空港と中国（杭州・天津）を結ぶ定期
航空路線が新たに就航予定となっていることから、当市における交流人
口はこれから増加していくことが予想されます。これらに対応するた
め、市議会においても新幹線開業効果を最大限に生かす取り組みを求め
る一般質問や、インバウンド戦略に対する意見や要望をしています。

自民・公明クラブ
工藤 俊広・工藤 和行
今 大介・村上 啓二
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群馬県安中市
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記念式典の様子
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８
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催
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参
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、
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。
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報告会会場の様子


